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昨
年
は
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
が
Ｍ
Ｌ
Ｂ
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
二

連
覇
を
達
成
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
は
第
六
回
Ｗ
Ｂ
Ｃ
開
催

と
野
球
好
き
に
と
っ
て
は
楽
し
み
な
イ
ベ
ン
ト
の
連
続
で
あ

る
。
日
本
人
選
手
の
活
躍
や
侍
ジ
ャ
パ
ン
の
快
進
撃
と
な
れ

ば
、
一
段
と
気
持
ち
は
昂
る
で
あ
ろ
う
。
早
く
も
セ
ン
タ
ー

ポ
ー
ル
に
掲
げ
ら
れ
る
日
の
丸
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

　

か
く
言
う
昭
和
生
ま
れ
の
野
球
小
僧
は
、
四
〇
歳
後
半
か

ら
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
趣
味
を
切
換
え
、
毎
週
末
は
ボ
ー
ル
と

戯
れ
、
バ
ッ
ト
を
振
り
、
出
来
る
限
り
の
全
力
疾
走
を
心
掛

け
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ル
ー
ル
を
幾
つ

か
紹
介
し
た
い
。
先
ず
、
一
塁
ベ
ー
ス
が
オ
レ
ン
ジ
と
白
色

の
ダ
ブ
ル
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
次
に
、「
故
意
四
球
」
と
「
打

撃
専
門
選
手
（
Ｄ
Ｐ
）・
守
備
専
門
選
手
（
Ｆ
Ｐ
）」
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
発
案
さ
れ
、
そ
の
後
Ｍ
Ｌ
Ｂ

で
一
部
が
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。二
刀
流
の
ル
ー
ル
は
、

Ｄ
Ｐ
、
Ｆ
Ｐ
が
原
型
で
あ
る
。
最
後
は
、「
リ
エ
ン
ト
リ
ー
」

と
い
う
ル
ー
ル
で
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ル
に
よ
り
、
全
て
の
先

発
選
手
は
途
中
交
代
し
た
場
合
に
も
再
出
場
が
可
能
に
な

る
。
選
手
の
能
力
・
体
力
や
得
手
・
不
得
手
等
を
見
な
が
ら
、

途
中
ベ
ン
チ
で
控
え
て
再
出
場
の
機
会
が
可
能
と
な
る
ル
ー

ル
で
あ
る
。

　

で
は
何
故
、
こ
の
よ
う
な
ル
ー
ル
が
生
ま
れ
た
の
か
？

　

こ
こ
か
ら
は
個
人
的
な
見
解
で
あ
る
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

は
競
技
人
口
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
、
ケ
ガ
の
未
然
防
止
、

試
合
時
間
の
短
縮
化
、
そ
し
て
選
手
能
力
の
フ
ル
活
用
等
を

競
技
性
の
向
上
と
と
も
に
改
善
可
能
な
課
題
と
し
て
捉
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
策
を
積
極
的
に
ル
ー
ル
化
し
た
結
果
で
あ

る
と
推
察
す
る
。

　

我
々
の
業
界
に
お
い
て
も
、
技
術
者
不
足
へ
の
対
応
や
若

手
技
術
者
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
が
、
例
え
ば
「
リ
エ
ン
ト

リ
ー
」
ル
ー
ル
は
、
配
置
技
術
者
交
代
の
課
題
に
対
す
る
一

つ
の
解
決
策
と
し
て
、
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
と
思
う
次
第

で
あ
る
。 

（
塁
球
）

Ｄ
Ｐ
、Ｆ
Ｐ
ご
存
じ
で
す
か
？

『「異端の国」からの脱出』を読んで

　巻頭言は、いつもは読み飛ばすか、せ
いぜい斜め読みなのですが、今回はタイ
トルに引き込まれて熟読してしまいまし
た。「ガリガリ君」の値上げ時にメーカー
が消費者に謝罪したことが世界から見る
と異端であった事例紹介から、その後の
日本経済と建設業経済のわかりやすい分
析・解説がとても勉強になりました。
　今後の土地改良工事の発注者には、サ
プライサイド経済学の視点にも立って、
建設業界の持続性に配慮した工事価格の
設定等の工事発注に努めていただきたい
とあらためて思いました。

宮城県　60代男性　会社員

野口先生の技術を活用できる
環境整備に期待

　ロボット農機の遠隔監視をはじめとし
たスマート農業の技術は、現場の負担を
軽減し、効率的な営農を可能にする希望
の光だと感じました。また、野口先生も
紹介されていた「スマートフードチェー
ンプラットフォーム」が今後構築されれ
ば、消費者ニーズに応じた出荷戦略が可
能となり、収益向上にもつながると思い
ます。個人での導入が難しい技術も、サー
ビス事業者の活用や農地整備との連携に
よって現実味を帯びてきており、個人農
家でもこうした技術を活用できる環境が
整っていくことを期待しています。

岐阜県　30代男性　団体職員

「女性リレートーク」同じ技術者として
共感する部分が多かった

　「女性リレートーク」は、大学で農業
土木を学び、コンサルタントから商社の
技術担当に転職された方の話題でした。
今の仕事は、「技術的知見が求められ、
工事の計画段階からコンサルタントや
メーカー、施工業者と一緒になって検討
することも多い。設計と施工のちょうど
間にあり、双方の想いや要望を調整する
その柔軟さと調整力がこの仕事の魅力で
もあり難しさでもある。」とのことであっ
た。公務員にも計画・設計・施工を調整
する役割があるので、同じ技術者として
やりがいなど共感する部分が多く、楽し
く読むことができた。

宮城県　50代男性　地方公務員

我が社の技術PR 「AIで実現する
高精度な管路診断技術」を拝読して

　会社近くで老朽した水道管が破損し、
大規模な冠水事故がありました。1月の
埼玉県八潮市での水道管破損による道路
陥没事故にはじまり、各地で劣化に伴う
類似事故が報告されており、早急な老朽
化対策が求められます。建設後50年以
上経過する施設の割合が加速度的に高く
なってきている現在、安全・安心を確保
するためにも予防保全が求められ、老朽
度を効率的かつ信頼性が高く評価するイ
ンフラメンテナンスにおける新技術の促
進が望まれます。

京都府　男性　会社員
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毎回もれなく全国各地の名品を贈らせてい
ただきます。次回掲載分については、「秋
田が誇る地酒 飛良泉 鳥海山 雪の茅舎 純
米酒 飲みくらべセット」をご用意してお
ります。［2月末日締切］
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本誌「土地改良」へのご意見、ご感想をお待ちしております。

P R E S E N T
秋田が誇る地酒

飛良泉 鳥海山 雪の茅舎 
純米酒 飲みくらべセット
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